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【施設・構造物の概要】

【PCa構造物の内容】

（例）床版製作･据付 N ＝ 個

N ＝ 個

◆採用による効果のチェックリスト（現場打ちとの比較）

◆チェックした項目の具体的な効果（現場打ちに対する数値増減または相対評価）

【コスト】

【工期短縮】

【品質】

【材料調達性】

【安全性】

◆チェックした項目の優先順位と相対的な重要度（全体を100とした場合）

評価手法を用いた試算例（AHP）

（例）現場打設の手間が減り、安全性が大幅に向上

（例）①工期短縮（50）⇒②コスト（30）⇒③材料調達性（10）⇒④安全性（5）⇒⑤品質（5）

施工場所 〇〇〇港

施設・構造物の概要
とPCa構造物の採用根
拠

（例）ジャケット式桟橋　延長L=200m
構造形式選定の際、①RC式桟橋、②ジャケット式桟橋の2案で比較検討し、経済性は劣るものの、
施工期間中のクルーズ船への影響が少なく、早期受け入れが可能な②案を採用。当初予定していた
上部工プレキャスト床版については、製作ヤードの確保が困難なため、分割しても性能が確保され
ることを確認した上で工場で製作することとし、陸送する計画を設定

PCa工法採用に当たっ
ての課題

（例）床版設置時にジャケット側のスタッドと継手部の密集した鉄筋とが干渉することがあったが、作業
手間に大きく影響しなかった。

PCa工法採用箇所
の現場条件等

PCa工法採用
による効果
（※現場打ちとの差
異に関する情報を可
能な限り収集して評
価手法に必要な情報
を得る）

（例）工事費○百万円増、工事費○○％増　など

（例）製作工期が〇〇日短縮　など

（例）
・桟橋を供用しながらの施工
・現地製作ヤードの確保が困難
・プレキャスト床版製作可能な工場あり
・トレーラによる一般道陸送可能

（例）出来形の精度が○○％向上　など

（例）製作工場が近くにあり、陸送も比較的手配しやすい

□コスト低減　　　　□工期短縮　　　　□品質向上　　　　□維持管理性　　　　□省人化

□安全性　　　　　　□材料調達性      □環境への影響低減

工事名/業務名

工法区分 上部工

工法 フルプレキャスト

採用段階 設計段階

発注者 〇〇地方整備局

クルーズ船桟橋〇〇〇工事

工　事　概　要　図
プレキャスト構造物 ジャケット式桟橋の上部工（床版）
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図1-1 平面図
図1-2 標準断面図

図1-3 プレキャスト部材詳細図
図1-4 プレキャスト施工写真

事例集の様式(案)

【付録１】 プレキャスト(Pca)工法導入事例集

工事概要とPCa採用根拠

PCa採用箇所の条件

採用による効果（評価項目）
のチェックリスト

チェックした項目の内容

PCa採用にあたっての課題

工事及びPCaの概要図

PCaに
よる効果

項目の優先順位

評価手法（AHP等）の試算例
※「PCaによる効果」のデータを基に試算した
結果を例示

工法区分、採用段階
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